
　マングローブ林は潮間帯に形成される熱帯性の森

林である。

　マングローブ林を構成する植物は世界に７０～１００

種程度あり，日本国内で，マングローブ林に分布が

限定される種は，ヒルギ科のメヒルギ，オヒルギ，

ヤエヤマヒルギ，ハマザクロ科のマヤプシキ，ヒル

ギダマシ科のヒルギダマシ，シクンシ科のヒルギモ

ドキ及びヤシ科のニッパヤシの５科７種が知られる。

　鹿児島県内ではヒルギ科のメヒルギ，オヒルギの

２種が分布し，オヒルギは奄美大島，徳之島に，メ

ヒルギは両島の他，種子島，屋久島および薩摩半島

南部に分布している。

　日本産のマングローブ林の北限地帯とされる鹿児

島市喜入の柳ヶ谷川河口は，国の特別天然記念物

「喜入のリュウキュウコウガイ産地」に指定されて

いる。当地はメヒルギのみのマングローブ林であり，

マングローブ周辺林としてはハマボウ群落がわずか

に分布する。

　オヒルギは奄美大島が北限となり，龍郷町浦が北

限地で，高さが１ｍ前後の個体が１０数株分布してい

る。奄美市住用川河口には広大なマングローブ林が

広がり，メヒルギ群落が主要であるが，岸に近いよ

り泥質な環境にオヒルギ群落が形成されている。高

さは６ｍ前後にもなり，呼吸根や支柱根が発達して

いる。

　潮間帯は一般には国有地で，国土交通省の管理下に

あるが，住用川には私有地があり，境界も未筆界とい

われる。住用川河口域のマングローブは近年観光化

が進みカヌー，ボート等の利用が活発化している。

　奄美大島に隣接する加計呂麻島には，大島海峡側

の俵～三浦の入り江にオヒルギ，メヒルギ，ハマジ

ンチョウなどを含む小規模なマングローブ林が形成

されているところが知られていたが，近年呑之浦に

規模の大きなオヒルギ群落を主要とするマングロー

ブ林，およびその周辺に見事に発達しているサキシ

マスオウノキ群落，オオハマボウ群落等のマング

ローブ周辺林が確認された。
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　加計呂麻島は，大島海峡を挟んで奄美大島の南西

側に最短で１．２�の距離に位置する。周囲１４７．５�，

面積７７．１５�，東西に長く南北に入り江が輻輳する。

３２６ｍの加崎岳を最高峰とし２００ｍを越える峰が２０数

座あり，起伏に富んだ地形である。河川は山が多い

割に海岸線までが短いため発達しない。地質的には

中生界の頁岩とチャート，第四紀系の堆積層からな

る。

　縄文時代以前より人が住み，平地部および緩斜面

は耕作地として利用され，山地部は薪炭材，戦後は

チップ材として伐採された。チップ材の搬出に手間

－ ２９ －
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取るほど深い山がなく，ほぼ全島にわたり２０～４０年

前までに伐採された。このため加計呂麻島には原生

的な自然林はなく，回復途上のリュウキュウマツ林

あるいは二次的なスダジイ林が山地部を覆っている。

　このリュウキュウマツ林も，近年マツクイムシが

猛威をふるい，高木のマツに枯死するものが目立ち

壊滅的な被害を与えている。その後，その下層に広

がるスダジイが優占する森に変化している。

　また，平地部は藩政時代より黒糖生産のためのサ

トウキビ畑となっており，潮風の影響が少ない内湾

部では平地であれば海辺近くまで耕作された。昭和

３０～４０年代の高度経済成長によって，人口が都市部

へ流出をし始め，搬出入に不便な場所は現在は放棄

されている。奄美地方では畑の畔にソテツを緑肥の

供給源や救荒作物として植栽してきたので，耕作が

放棄され森林となった中でもソテツから耕作地の境

を推定できる。

　この入り江の周辺で特筆することとして，太平洋

戦争の末期に日本軍が特攻基地として使用した小さ

な軍港があり，現在も調査地内に軍艦の残骸が湾内

に沈んでいる。

　入り江周辺を含め海岸部は珊瑚礁で囲まれ，陸地

は熱帯性のアダン等の海岸植生で被われている。
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　呑之浦のマングローブおよびマングローブ周辺林

の特徴を明らかにするため，調査対象区域を入り江

周辺とし　�植物相調査　�植生調査　�植生配分

調査　�現存植生図　�群落構造図の作成　の５調

査を実施した。
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�　植物相調査　

　入り江内の汀線部から入り江を形成する尾根部に

続く斜面までの調査可能な範囲内に於いて，調査

ルートを設定し，ルート上に現れたシダ植物以上の

高等植物について記録した。また，植生調査で現れ

た種も植物相として組み入れた。

　　

�　植生調査

　調査対象地の森林のうち種組成が均一な群落を対

象にし，高木林は１２５～４００�，低木林は２５～１００�，

草本群落は１～２５�の面積で，形状は必ずしも方形

枠にこだわらず，群落の形状，分布状態に対応して

調査地点を設定した。

　各調査区域において各階層の植物について総合優

占度（各植物が地表面を覆っている割合を階級基準

によってあらわす）と群度（各植物の分散状態を階

級基準によってあらわす）を全推定法（������

�������	
���）によって記録した。

�　植生配分調査

　汀線からマングローブ周辺林が終了する末端まで

の植生配分状態を記録するため，汀線からマング

ローブ周辺林が終了する末端まで巻き尺をのばし，

巻き尺に接する植物群落を汀線からの距離で記録し

た。

�　現存植生図作成　　

　植物群落調査資料をもとに，既発表資料を参考に

して群集・群落区分を行なった。この結果をもとに

して，調査区域内の現存植生がどの範疇に入るか相

観によって地図上に記録する現地調査を行なった。

群落の広がりについては，現地踏査を参考に
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��および海上保安庁撮影の空中写真

（１９７７，�２００１）から境界を確定した。

�　群落構造図作成

　マングローブ周辺林の中で奄美大島を北限とする

サキシマスオウノキ群落について特に良好な林分を

選定し，群落を取り囲む斜面から対岸の斜面まで

（横断面）と群落の中心部で汀線部から斜面まで

（縦断面）の間に巻き尺を置き，樹冠がかかる植物

の位置，樹種，樹高，胸高直径を測定し記録した。
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　　平成２０年１２月２２日～１２月２４日

　　平成２１年１１月１６日～１１月１８日
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�　植物相調査

ア　確認種について

　今回の調査で確認された種は���のように７２科

１４７種である。

�

－ ３０ －
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種　数科　数
１９１０シダ植物
３３裸子植物
１２５５９被子植物
９７５１双子葉植物
６０３６離弁花類
３７１５合弁花類
２８８単子葉植物
１４７７２総　　計



－ ３１ －
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　調査区内は海岸断崖地，マングローブ，耕作放棄

地，丘陵地を含むため，調査に現れた種は狭い面積

の割に多い。

イ　特徴的な種について

　本区域はマングローブ林，その周辺林があるため，

メヒルギ，オヒルギ，シマシラキ，オオハマボウ，

イボタクサギ，サキシマスオウノキなどが普通に分

布する。また，海岸部であることから，熱帯海岸性

のアダン，キダチハマグルマ，オキナワキョウチク

トウ，アカテツ，グミモドキなども普通に分布する。

　また，スダジイ林中にはこれまで繰り返し，伐採

を受け，また奄美大島付近としては雨量の少なく乾

燥した地域であるため，構成種数は少ないが，ギョ

クシンカやアデク，サクラツツジ，ヤマヒハツなど

が普通に見られる。

　　　

ウ　希少植物について

　環境省の絶滅危惧植物として指定されている種に

ケラマツツジ（ＶＵ），リュウキュウクロウメモドキ

（ＮＴ）があり，概要については以下のとおりである。

　ケラマツツジ（ツツジ科）　絶滅危惧ⅡＢ類

　南西諸島の固有植物で奄美大島を北限とする矮性

低木で，海岸や渓流の急崖地に分布する。調査地で

は海岸付近の尾根部から断崖斜面の明るい場所に分

布していた。個体数は多い。

　リュウキュウクロウメモドキ（クロウメモドキ科）

準絶滅危惧種

　トカラ列島以南の南西諸島に分布する落葉性低木

で，日当たりのよいスダジイ二次林中に生える。個

体数は多くはない。

　また，鹿児島県の絶滅危惧植物については以下の

植物が確認されている。奄美諸島以南に分布する種

が多く，鹿児島県の自然を特徴付ける種になっている。

絶滅危惧Ⅱ類

　オヒルギ（ヒルギ科）

　ケラマツツジ（ツツジ科）

　サキシマスオウノキ（アオギリ科）

　リュウキュウウマノスズクサ（ウマノスズクサ

科）

準絶滅危惧類

　アダン（アダン科）

　アマミアラカシ（ブナ科）

　カラスキバサンキライ（ユリ科）

　クサトベラ（クサトベラ科）

　シマタゴ（カエデ科）

　ハナカモノハシ（イネ科）

　ヒイラギズイナ（ユキノシタ科）

　ヘツカリンドウ（リンドウ科）

　メヒルキ（ヒルギ科）

リュウキュウクロウメモドキ（クロウメモドキ

科）

分布重要

　アカテツ（アカテツ科）

　アカミズキ（アカネ科）

　アデク（フトモモ科）

　アマシバ（ハイノキ科）

　アリモリソウ（キツネノマゴ科）

　イボタクサギ（クマツヅラ科）

　オオアブラガヤ（カヤツリグサ科）

　オオシンジュガヤ（カヤツリグサ科）

　オオキバナムカシヨモギ（キク科）

　カキバカンコノキ（トウダイグサ科）

　ギョクシンカ（アカネ科）

　クロヨナ（マメ科）

　コンロンカ（アカネ科）

　サクラツツジ（ツツジ科）

　サツマサンキライ（ユリ科）

　シシアクチ（ヤブコウジ科）

　シマイズセンリョウ（ヤブコウジ科）

　シマツユクサ（ツユクサ科）

　ソナレシバ（イネ科）

　ソメモノカズラ（ガガイモ科）

　スダジイ（ブナ科）

　ソテツ（ソテツ科）

　ツゲモドキ（トウダイグサ科）

　ツルマオ（イラクサ科）

　ノボタン（ノボタン科）

　ハマイヌビワ（クワ科）

　ヘツカリンドウ（リンドウ科）

　ボチョウジ（アカネ科）

　ボロボロノキ（ボロボロノキ科）

　ミフクラギ（キョウチクトウ科）

　ヤンバルセンニンソウ（センニンソウ科）

　ユウコクラン（ラン科）

　リュウキュウイチゴ（バラ科）

　リュウキュウヌスビトハギ（マメ科）

　リュウキュウマツ（マツ科）

－ ３３ －
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�　植生調査

　植生調査および過去の調査資料から，本地域では

以下の１６群落単位が確認された。

　それぞれの群落についての概要は以下のとおりで

ある。

湿生草本植物群落

１　ヒトモトススキ群集

２　テツホシダ植分

３　チゴザサーハナカモノハシ群落

４　ナピアグラス植分

５　ダンチク群落

汽水域植物群落

６　オヒルギ群落

７　イボタクサギ群落

８　オオハマボウ群落

砂丘地植生

９　アダン群落

１０　キダチハマグルマ群落

１１　ソナレシバ群落

高木・亜高木林

１２　ギョクシンカ－スダジイ群集

１３　エゴノキ群落

１４　アカテツ－ハマビワ群集

１５　サキシマスオウノキ群落

耕作放棄地群落

１６　リュウキュウチク群落

各植物群落の概要は以下の通りである。
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　昭和４０年代までは水田であった立地が放棄され，

その後に成立した群落が中心となる。

１　ヒトモトススキ群落

　ヒトモトススキは高さ２ｍに達する剛直なカヤツ

リグサ科の多年生植物で，塊状になって成育する。

本群落は塊状になったヒトモトススキがびっしりと

繁り，他植物の混在は少ない。また，わずかに混在す

る種も高さは１ｍ前後にしかならない。群落は放棄さ

れた水田で不定期的に湛水される泥湿地に形成され

るが，調査地内では１０ｍ四方程度の規模で１カ所だ

け分布している。南西諸島では汽水域から淡水域ま

で分布している。

２　テツホシダ植分

　１ｍ前後の剛直なシダ植物のテツホシダがびっし

りと生える。チゴザサ－ハナカモノハシ群落中に被

度が高いもの等が見られる。湛水されることが多い

環境に成立し，放棄水田の周辺部に多く分布する。

３　チゴザサーハナカモノハシ群落

　１ｍ前後のチゴザサあるいはハナカモハシが被度

４～５で優占し，ハイキビ，スズメノコビエ，クマ

ノギク，テリハノイバラ等の常在度の高く，びっし

りと繁る群落である。水田放棄地の多くが本群落に

変遷している。本群落中にリュウキュウイノシシの

ヌタ場やねぐらが多数ある。

　

４　ナピアグラス植分

　高さが２．５ｍに達するナピアグラスが他の植物の

侵入を許さないほど優占する群落である。水田放棄

地の末端部でやや乾燥した肥沃な場所に立地する。

ナピアグラスは牧草として播種されたものが逸出し

たもので，本植分は南九州以南では耕作地周辺に広

く見られる。　　

５　ダンチク群落

　ダンチクは６ｍに達する多年生のヨシに近いイネ

科植物である。海岸の流水辺にしばしば群落をつく

り，南九州では普遍的な群落の１つである。本群落

は低木層にびっしりとダンチクが繁り，草本層は暗

く他植物の侵入は少なく，周辺部に蔓状になった植

物が散在する。水田放棄地の中央部ではあるが流水

路に接するような立地に群落を形成していた。
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６　オヒルギ群落

　潮間帯に高さ２ｍ前後のオヒルギがびっしりと生

える。オヒルギの他は混在する種はほとんど無く，

点々とメヒルギ，周辺部に行くとイボタクサギが混

在する。立地は粘土質の泥地に礫が混じり，土は硬

い。当地のオヒルギは河口辺に生育するものは高さ

が５ｍ，胸高直径で２０�に達するものもあるが，大

半は樹高が１．５ｍ～２ｍで，１ｍの高さでの直径が

５～１０�のものが大半である。群落の幅は汀辺から

陸地まで薄いところで２ｍ，厚いところで１５ｍ程度

の広さで湾奥部に分布している。群落中の個体群密

度は５ｍ四方（２５�）内に，３１～１４７本（平均８３本）

で，最も大きな個体群は河川部の出口付近にある。

胸高直径が２２�，高さが５ｍ前後の群落である。　

－ ３６ －



７　イボタクサギ群落

　イボタクサギは蔓状になるクマツヅラ科の矮性低

木で高さが２ｍになり，半マングローブ林の先端に

帯状に出現する。群落の幅は３ｍ前後で，海側にオ

ヒルギ群落，内陸部にオオハマボウ群落に接する。

組成は単純で，イボタクサギがびっしりと繁って優

占し，オヒルギ，オオハマボウがわずかに混じる程

度である。

８　オオハマボウ群落

　オオハマボウはアオイ科の６ｍ前後にもなる匍匐

性低木で，高波時に根が海水に洗われる環境に耐え

る。オオハマボウ群落は２～６ｍ前後のオオハマボ

ウが匍匐し枝が縦横に絡まってジャングル状になっ

て潮風等の侵入を拒む。海側にイボタクサギ群落，

内陸側にはギョクシンカースダジイ群集やリュウ

キュウマツ群落につながる。群落はオオハマボウが

低木ないし亜高木層にびっしりと優占し，草本層は

海水の侵入があるうえに上位層が被覆されるため他

植物の混入がほとんど見られない。
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９　アダン群落

　アダンは口之島以南の砂丘地あるいは隆起珊瑚礁

上に群落をつくる。アダン群落はアダンが匍匐して

枝から厚い葉を繁らせ被陰する。また，落葉も腐食

しにくく，そのためアダン１種が低木層・草本層で

充満する群落になる。このため随伴種は少ない。調

査地内では湾の入口付近に，帯状に内陸部に向かっ

て高さが５ｍ，幅３ｍの群落が帯状に形成されてい

た。

１０　キダチハマグルマ群落

　キダチハマグルマは肉厚の葉を持つ蔓性の多年生

ツル植物である。キダチハマグルマ群落はアダン群

落より海側に成立するクサトベラ－モンパノキ群集

の破壊された立地に成立する代償植生ともいえる。

キダチハマグルマ１種がびっしりと，アダンやオオ

ハマボウ，クサトベラ等の上にも覆い被さり土壌を

被覆している。

１１　ソナレシバ群落

　潮間帯の最前線に高さ１０�前後のソナレシバ１種

がびっしりと生える群落である。オヒルギ群落が最

前線となるのは泥質地であるが，本群落はそれより

も硬い砂質地に形成されている。
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１２　ギョクシンカースダジイ群集

　加計呂麻島はかつて数千人の人口があり，家庭の

エネルギー源として周辺の森林を伐採し，繰り返し

薪炭として利用してきた。その結果，尾根部や斜面

など貧栄養な立地では萌芽力が強いスダジイが優占

するスダジイ林となった。土壌は中生層が風化した

粘土質で貧栄養に見えるが，海岸の河辺近くである

ため，本群落は構成種数が４５から５０余種と豊富であ

る。４層構造で１５から１８ｍの高木層にスダジイが被

度３～５で優占し，フカノキ，タブノキ，ヤマモモ，

コバンモチ等の常在度が高い。亜高木層には，高木

層の植物種やヒメユズリハ等の被度が高く，低木層

にはギーマ，シシアクチ，ヒサカキ，オオムラサキ

シキブ，サクラツツジ，ケラマツツジなどが混在す

る。草本層は上位層が発達しているため植被率は

５％程度と低いが，アマクサシダ，ヘツカリンドウ

など３０種前後と構成種数は多い。

　本群落はスダジイ，ギーマ，ケラマツツジ，トキ

ワカモメヅル，シシアクチ，ヒサカキ，ホラシノブ，

タイミンタチバナ，ギョクシンカを標徴種・区分種

としてギョクシンカ－スダジイ群集とするが，リュ

ウキュウマツ，アカメガシワ，ヘツカリンドウ，ヤ

ンバルセンニンソウ，オオムラサキシキブ，ゴンズ

イ等の陽生植物を区分種としてリュウキュウマツ亜

群集とカクレミノ，マンリョウ，コシダを区分種と

してカクレミノ亜群集に下位単位に区分される。

リュウキュウマツ亜群集は主に貧栄養で乾燥した立

地で，リュウキュウマツがスダジイよりも被度が高

くなることもある。カクレミノ亜群集はリュウキュ

ウマツ亜群集に比較してやや湿潤な環境に成立する。

　リュウキュウマツ亜群集中のリュウキュウマツは

２００８年の調査では東側および北部の中央部に広く分布

したが，２００９年の調査ではマツクイムシのためほぼ全

部が枯死していた。このため植生図では一元化した。

　　

１３　エゴノキ群落

　湾奥の河川流路辺でエゴノキが優占する高さ７～

１２ｍの亜高木林が確認された。かつては棚田ないし

畑で当時も出水時には冠水することもあったと推定

される。種組成的にはエゴノキ，イシカグマ，ケホ

シダなどを区分種にするが，ヌマダイコン，シマツ

ユクサ，等好湿地性の植物が構成種になる。本群落

中にはカキバカンコノキが優占する植分もあり，中

之島以南にある湿地で特徴的な植分であり，今後検

討されるべき植分である。

－ ３７ －
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１４　アカテツ－ハマビワ群集

　宝島，喜界島以南の海岸平地にはアダン群集，オ

オハマボウ群集の後背地にはアカテツ，ガジュマル

等が優占する亜高木林が形成される。防風林や防潮

林としての機能を持つため，集落にはその断片林が

保存されている。

　群落は高木層をアカテツ，ガジュマルが優占し，

リュウキュウクロウメモドキ，オキナワキョウチク

トウ，ヤブラン，ツゲモドキ，シャリンバイ等が区

分種となる。調査地の群落は後背に水田があり防風

林として機能してきた断片林である。

１５　サキシマスオウノキ群落

　本調査地では湾中央部より北側の小湾部に沿って

３カ所サキシマスオウノキ群落が成立している。最

大の群落については調査票２２の植分であり，胸高直

径が９０�前後の巨木が含まれている。高木層あるい

は亜高木層にサキシマスオウノキが優占し，周辺林

に特徴的なオキナワキョウチクトウ，クロヨナ，ハ

マナタマメ，オオハマボウ等を区分種とする。調査

した植分はサキシマスホウノキが優占するところば

かりでなく，ギョクシンカ－スダジイ群集，オオハ

マボウ群集やアダン群集が断片的に含まれている。

このため，サキシマスオウノキ群落では本来，潮が

流入するところまでは草本層には草本は見られない

が，他群落を一部含むため，草本層は２０％の植被率

となっている。
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１６　リュウキュウチク群落

　トカラ列島の火山地帯では，火事や崩落等の自然

破壊が起こった場所等を被覆する群落として５ｍ前

後に成長するリュウキュウチク群落がある。本群落

は奄美では海岸部の風衝地や耕作放棄地に３ｍ前後

の群落を形成する。低木層にリュウキュウチクが

びっしりと優占し，草本層は遮蔽され，随伴する種

はノアサガオ等のツル植物程度である。かつての畑

作地に成立していた。

�　植生配分

　群落の生態的位置を探る上で図２呑之浦調査地点

図のＡ，Ｂ，Ｃの３カ所で植生断面の踏査を行った。

①　Ａ地点

　��のとおり，川の流路と平行に調査ラインを設

けた。図のとおり，開放水域の後９ｍのソナレシバ

群落，無植生帯３ｍを挟んで再び４ｍ幅のソナレシ

バ群落，２ｍ幅のイボタクサギ群落，６ｍ幅のオヒ

ルギ群落その後若干傾斜があった後，植生の高さが

５．５ｍのオオハマボウ群落が２１ｍ続き，段差があっ

てリュウキュウマツ林となった段畑跡に続く。

②　Ｂ地点

　��，��のとおり，開放水域から陸に向かって

オヒルギ群落が１３ｍ続く。石垣があって５０�ほどの

駆け上がり部にサキシマスオウノキ群落が３ｍ，続

いてオオハマボウ群落が５ｍ，その後３ｍアダン群

落，１８ｍオオハマボウ群落，５ｍのハナカモノハシ

群落，やや高くなって１ｍのススキ群落の後，３５ｍ

のイボタクサギ群落，その後３２ｍのダンチク群落，

７ｍのオオハマボウ群落，その後１４ｍのエゴノキ群

落，再び高さが７ｍにも達するオオハマボウ群落が

幅２８ｍ続く。その後エゴノキ群落は１５ｍになり次い

で急峻な立地にリュウキュウマツが優占するギョク

シンカ－スダジイ群集となる。

③　Ｃ地点

　��のとおり，開放水域から陸に向かい２２ｍ続く

オヒルギ群落，５０�程度の石積みがあって水田放棄

地となる。石積み端はオオハマボウ群落で１７ｍ続い

た後ハナカモノハシ群落となり１４ｍ続いて水田跡は

切れ急斜面となってリュウキュウマツ林につながる。

　以上より呑之浦でオヒルギ群落が形成されるのは

潮間帯で，礫も混じる粘土質泥地である。砂が混

じって土が硬くなるとソナレシバ群落となる。平水

位時に海水の冠水はなく荒天の満潮時等に海水の影

響を受ける立地にはオオハマボウ群落やイボタクサ

ギ群落が成立する。特に流路辺や止水辺等湿度の高

く，塩分濃度が低いところでは，オオハマボウ群落

の前面にイボタクサギ群落が成立することが多い。

イボタクサギはオオハマボウ群落に比較して樹高が

高くならないため前面にきているものと考えられる。

　海水の浸透が無くなる湿地にはハナカモノハシ群

落が成立し，特に土地の高低があり，通気性のよい

立地にダンチク群落が発達する。さらに内陸部に

なって海水の影響が全く無くなるところにエゴノキ

群落が成立する。サキシマスオウノキ群落はオオハ

マボウ群落の前面で肥沃な立地に成立する。

�　現存植生図

　植生調査で得られた植物単位を基に以下の凡例で

現存植生図を作成した。（図－７）

－ ４１ －



－ ４２ －
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起点

起点

図３左に続く
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